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にほん勤労協ネットワーク  №１３８ 2017 年 9 月 25 日発行 

                                      日本勤労者協議会連合会 

                  ☎・ＦＡＸ 054-273-5130 

                             ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.kinrokyo.net/      

ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ   nihon@kinrokyo.net 

 

日日本本勤勤労労協協第第１１回回幹幹事事会会をを開開催催  
 

９月７日（木）１０：３０～１５：００連合会館にて、第１回幹事会を開催し、今日までの経過

報告及び当面の活動方針を決定しました。各県連及び単位勤労協の活動を要請します。 

 ○ 出席者 宇津井・藤田・橋本・清水・篠原・矢野 

 

《協議事項》 

１．日本勤労協 2017 年度会費・物資販売事業の要請 

第 28 回静岡全国総会で、「財政小委員会」において 2015～16 年度会計報告及び 2017～18 年度

予算案が承認されました。  

①２０１7年分日本勤労協会費を請求していきます。      

②２０１7 年分日本勤労協物資販売事業の要請について、物資販売割当費、県連別割当数を確認

し要請していきます。「喜多方ラーメン」の事業収入より、全国総会開催費用（総会準備費 100

万円、日本勤労協幹事の参加旅費）を負担しています。 

③次期総会に向けて財政のあり方や物資販売の取り組みについて幹事会で検討する。 

 

2. 第 28 回全国総会後の活動方針について 

〔1〕 当面の活動方針について 

  ① 第 28 回全国総会の 4つの基本方針を確認 

   ⅰ 地域に根ざした勤労協活動の展開 

   ⅱ 組織の活性化を目指し具体的行動を 

   ⅲ 脱原発・憲法改悪反対･共謀罪反対･沖縄辺野古新基地建設反対に向けた運動の展開 

   ⅳ 地方自治体改革と自前議員・推薦議員の確保に向けて 

県名 目標 (割当事業収入) 県名 目標 (割当事業収入) 県名 目標(割当事業収入) 

宮 城 ２００（60,000 円） 福 島  ８０（24,000 円） 山 形   ８０（24,000 円） 

栃 木   ８０（24,000 円） 群 馬   ８０（24,000 円） 新 潟   ８０（24,000 円） 

長 野  １６０（48,000 円） 静 岡 ２２０（66,000 円） 富 山  ２２０（66,000 円） 

石 川  ２２０（66,000 円） 福 井  ８０（24,000 円） 香 川  １６０（48,000 円） 

福 岡  ２００（60,000 円） 鹿児島  ８０（24,000 円） 熊 本  １４０（42,000 円） 

長 崎   ８０（24,000 円） 佐 賀  ８０（24,000 円） 大 分   ８０（24,000 円） 

 計 ２，３２０ (696,000 円) 
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②当面の重要な課題と闘いの前進に向けて 

 ⅰ 特定秘密保護法、新安保法制、共謀罪の強行採決、憲法９条改正など戦争の出来る国づくり

に反対し、戦争をさせない 1000 人委員会が各地で取組む集会・デモ・署名活動・アピール

行動など積極的に参加し運動の前進を図る。 

 ⅱ 政府は法律を一本化し、企業にとって扱いやすい労働法制を目指している。非正規雇用拡大、

雇用不安拡大、格差社会の拡大に歯止めをかけるよう、労働組合や平和・国民運動センター

の仲間と連帯して取組みを展開する。 

 ⅲ 原発再稼動反対に向けて、さようなら原発行動や地元関係団体と協力し運動を展開していく。

また、再生エネルギーへの転換も求めていく。 

 ⅳ 沖縄の米軍基地問題、オスプレイ飛行訓練、県道の実弾演習など、沖縄の抱える問題に、日

米地位協定の見直し含め沖縄県民と連帯して闘っていく。 

 ⅴ 被爆国として日本も「核兵器禁止条約」の条約締結国となるよう、原水禁運動や高校生平和

大使を支援し、署名活動を取組んで行く。 

 

〔2〕 次期衆議院議員選挙について 

現衆議院議員の任期は 2018 年 12 月です。次期衆議院議員選挙では安倍自公政権の反動化を止め

るためにも、自民党を過半数割れにしなければなりません。自民党に対抗できる野党の再編を期待

するところですが、野党共闘の実現や私達の望む政策が活かされる政党の誕生を見届け支援して行

きます。 

 

３．各ブロック総会の準備を要請 

① 東北ブロック総会   2018 年 6 月 山形県連で開催 

② 関東・甲信越ブロック総会 2018 年 6 月 24～25 日新潟県連で開催 

③ 東海･北陸ブロック総会  2018 年 5 月 27～28 日福井県連で開催 

④ 中国･四国ブロック総会 

⑤ 九州ブロック総会     2018 年 8 月 19～20 日鹿児島県連で開催 

 

 

《第 28 回全国総会(静岡)の集約》 

 

◆開催日   ２０１７年６月 ２５(日)～２６日（月） 

◆会 場   静岡県伊豆の国市 伊豆長岡温泉「ホテルサンバレー富士見」 

◆参加者数  １６６名 (ブロック・県別参加者数は前号で掲載) 

◆総会役員    

全体総会議長団  秋山  一(静岡県連)  田辺 和司（香川県連）  

第１分散会    座長・南雲 鋭一（群馬県連） 書記・宮川 邦雄（群馬県連） 

第２分散会     座長・磨島 昭弘(鹿児島県連)  書記・広瀬 一策（大分県連）  

第３分散会    座長・茂木 憲夫（福島県連） 書記・大塚 祐子 (福島県連)  

 

◆総会費用  総会準備金(静岡県連) １００万円、 役員参加費、２４０，４８０円 
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◆総会アンケートに寄せられた意見(抜粋) 

 ① 全体的な評価 

  ・3県連からの特別報告は良かった 

  ・各地における運動は参考となった。勉強になった 

  ・どこの県連も厳しい中で頑張っている。お互い頑張ろう 

  ・今日まで築き上げてきた活動であるが時代の流れにあわせ改革を 

  ・自前議員の確保と呼びかけているが、その成果を知りたいし参加を 

  ・女性の参加が少ない、 

  ・社民党色が強い、政党色を薄めたらどうか 

  ・野党が弱い中、勤労協が全国ネットで頑張れ 

  ・ご苦労さん･お礼など 20 件ほど 

 

② 分散会に関わるもの 

  ・分散会方式は分科会方式よりも良かった 

  ・多様な意見を分散会で聞けてよかった 

  ・分散会に課題を絞って論議したほうが良い 

  ・分散会で専門的有識者の講演と質疑を 

  ・本部方針に対する意見や論議を 

 

 ③ 要望的なもの 

  ・交通機関の便利なところを会場に 

  ・各県の組織実態を聞きたかった。資料として出してほしい 

  ・ペットボトル 1本程度は用意してほしい 

  ・勤労協運動の明確な運動路線を明確に出してほしい 

  ・労働組合運動の活動の低下で引き継ぐ若手がいない 

  ・高齢化社会の中で勤労協運動が役割を担っていくことだ 

  ・会員の高齢化による運動は厳しい、限界だ 

  ・2025 年問題は大きな問題となる、情報発信を要望する 

  ・自前議員の確保に向けて､自ら創って行く運動を 

 

 

◆次期総会に向けて検討すべき課題 

 ① 全国総会の意義をどこに求めるのか 

・勤労協運動を全国で取組む活動報告の場とする 

・日本勤労協が中心的役割を持って進める運動の提起の場とする 

〇2025 年問題に対する運動の提起など 

 介護保険サービス・医療制度のあり方、  

財政制度（税制･消費税問題など） 

〇憲法改悪に対する運動（特に９条改悪反対）と連帯した闘い 

〇原発再稼動反対･再生可能エネルギーへの転換と連帯した闘い 
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〇沖縄辺野古新基地建設反対との連帯した闘い 

 ② 全体総会で講演方式を取るか、従来の３地域の特別報告方式でいくか 

2 年後の情勢を見て判断して行く 

 ③ 分散会方式と分科会方式は引続き分散会方式とするか 

    分散会方式を継続する 

 ④ 全国組織実態調査を行い必要な課題は各県連へ報告する 

 

◆その他 

地酒・銘酒持ち寄りの呼びかけに、快く応じていただき、ありがとうございました。 

日本酒の提供 東北ブロック２本 関東甲信越ブロック２本 四国ブロック 1 本 

        九州ブロック２本、 東海北陸ブロック ６本、 計 １３本 

 

 ◎第２９回全国総会の開催地は香川県（四国ブロック連）にお願いします 

 

 

 

 

 

■ 雀宮勤労協（宇都宮市） 

◆「介護予防」をテーマに学習会を開催 

７月２２日（土）、宇都宮市茂原健康交流センター

会議室を会場に介護予防をテーマに学習会を開催し

た。講師は宇都宮市高齢福祉課の大場主任保健師にお

願いした。 

猛暑が続く中、心配したが２１名の方々が参加した。 

 大場さんは「高齢者の虚弱状態や筋肉減少は筋力ト

レーニングや栄養状態をよくすることで予防・改善が

できる。運動機能が衰え要介護の危険が高まる老年症

候群の一つ、ロコモティブシンドロームにならないた

めには、片足立ちとスクワットを続け、バランスの良い食事で低栄養状態を防ぐことが大切。 

 認知症予防には、計画立案（例えばいつもと別の店で買い物をする）。注意分割（複数のことを同時

にする家事）。エピソード記憶（２日遅れで日記をつけるなど）。３つの機能を使って鍛えることで予防

になる」と講演。 

 最後に「介護予防についてもっと

知りたいときは地域包括支援センタ

ーへ相談してください」として講演

を締めくくった。 

  地域へのチラシ配布、不二工機労

組への配付依頼、雀宮生協団地自治

会での回覧、新聞折り込みによるチ
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ラシ配布のほか、学習会会場でも３日間に亘ってチラシを配りながら学習会参加を呼びかけた。 

 参加の動機を尋ねたところ、今回は会場配付のチラシの効果がいちばんだった。 

(雀宮勤労協ニュース ４２号より) 

 

■ 三豊市勤労協（香川県） 

◆コラム「いまこそ勤労協へ」（篠原清） 

今の安倍内閣の程度の低さには目を覆うものがあります。連日のごとく「信じら

れない！」の連続であいた口がふさがりません。しかし、「その国の政治の有り様

は、その国の国民の政治レベルを表す」と言われます。私達国民が一番しっかりし

なければなりません。私は四十年以上ＪＲ本山駅（国鉄本山駅時代から）で毎月欠かさず早朝チラ

シ配布をしています。随分と通勤通学客の対応は変化しました。 

社民党の政治的な力が弱まったからだけではない政治離れがあります。また三十年近く宣伝カー

による街頭宣伝をしていますが同じことが言えます。政治の反動化が進むときはマスコミも含め大

仕掛けの中で政治が反動化していくのではないかと思います。戦前なぜあのような恐怖政治がなさ

れあのような破滅の道を歩まざるを得なかったのかに疑問を持っていましたが、今日のような状況

が繰り返されて、物言えぬ国にされるのかと極めて不安と危惧を感じます。 

話題は変わりますが、次回２０１９年勤労協全国総会が香川で開催されることとなりました。 

勤労協は誰でもが参加できる自主的ゆるやかな組織です。平和と民主主義を愛し、「ふれあい・

たすけあい・まちづくり」と「公正・共生・連帯」の考え方を基本にした団体です。結果として物

言えぬ反動的な社会に抗する団体となりました。全国総会を再来年香川開催に向けて三豊市勤労協

も「ちょっと前・一歩前」を目指すことが出来たらと考えます。年会費千円とゆるやかな会則を認

めていただければ誰でもが加入できます。ぜひ多くのみなさんのご加入をお待ちしています。 

                        

（三豊市勤労協ニュース ＮＯ．５１より） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

【お詫び】 

前回お送りした「日本ネット」（２０１７年８月３１日発行）の号数が間違っていまし

た。「１３８号」と印刷したものをお送りしましたが、正しくは「１３７号」の誤りです。 

お詫びして訂正いたします。（事務局） 
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